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商工女性は今

　
茨
城
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
櫻
井
姚
会
長
）
で
は
、
本

年
度
も
、
女
性
部
員
の
資
質
と
女
性
力
の
向
上
と
組
織
強
化
を

目
的
と
し
て
、「
い
ば
ら
き
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
」
と
新
た
に

「
１
０
０
０
人
集
会
」
を
開
催
す
る
。

　
い
ば
ら
き
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
は
、
平
成
８
年
か
ら
実
施
し
た

「
平
成
お
ん
な
大
学
」
か
ら
「
三
燦
学
園
」
と
続
く
女
性
部
独
自
の
研

修
会
の
流
れ
を
汲
み
、
平
成
26
年
度
よ
り
開
催
し
て
お
り
、
本
年
で

５
年
目
と
な
る
。
　
今
回
の
カ
レ
ッ
ジ
は
、
経
営
革
新
・
金
融
関
連
・

経
営
法
務
等
実
務
系
セ
ミ
ナ
ー
を
中
心
に
、
一
日
目
で
、
藤
井
隆
太

氏
（
㈱
龍
角
散
代
表
取
締
役
）
柴
田
　
大
氏
（
Ｓ
Ｐ
融
資
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
）、二
日
目
で
、加
藤
美
香
保
氏
（
弁
護
士
）、野
老
真
理
子
氏
（
大

里
綜
合
管
理
㈱
代
表
取
締
役
）
が
講
義
を
行
な
う
。

　
期
日
は
カ
レ
ッ
ジ
開
講
式
と
１
日
目
が
９
月
18
日
（
水
）、
２
日
目

と
修
了
式
は
10
月
17
日
（
木
）
に
開
催
す
る
。

　
ま
た
、「
１
０
０
０
人
集
会
」
で
は
、
我
々
商
工
会
女
性
部
の
魅
力

を
県
内
の
皆
様
に
発
信
す
る
た
め
に
９
月
３
日
に
実
施
す
る
。
本
事

業
に
つ
い
て
は
、
会
員
非
会
員
を
問
わ
ず
県
内
事
業
所
を
対
象
に
広

く
参
加
募
集
を
す
る
こ
と
で
、
商
工
会
女
性
部
の
活
動
や
取
組
を
Ｐ

Ｒ
す
る
も
の
で
、
本
年
度
の
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
を
皮
切
り
に
毎
年
ブ
ロ
ッ

ク
を
変
え
て
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
開
催
会
場
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
詳
細
は
左
記

の
と
お
り
。

「１０００人集会」プログラム （敬称略）

月　日 会　場 時　間 内　容

９/３
（火）

小美玉市
「アピオス」

13：00 ～ 14：00
がんばる県内事業者との座談会
有限会社 田村商会（小美玉市）　田村 美穂子　氏
株式会社 サンテクノ（行方市）　西村 真理子　氏

14：10 ～ 14：40
｢ テーマ未定 ｣
　 関東商事株式会社 代表取締役   櫻井　姚　氏

15：00 ～ 16：10
基調講演　　※ 12：30 開場
テーマ「家族との関わり」～母の介護をとおして～

ジャズシンガー 綾戸 智恵　氏

※�日程・内容等については、変更となる場合もございますので、ご了承ください。

綾戸　智恵 氏 田村　美穂子 氏 西村　真理子　氏

藤井　隆太 氏
加藤　美香保氏柴田　大氏

「いばらきレディースカレッジ2019」カリキュラム （敬称略）

月　日 会　場 時　間

９／ 18
（水）

つくば市
「ホテルグランド東雲」

開講式

「今すぐ始める！　銀行がもっと貸したくなる、銀行とのお付
き合いの仕方」～元気な時も、困った時も～
　　　　 ＳＰ融資コンサルタント／行政書士　柴田　大　氏

　　　　　　　　　　　　※茨城県下妻市在住

～倒産寸前だった「龍角散」を救った社長が語る！～　
老舗企業に学ぶ　「龍角散の経営革新」

株式会社龍角散　代表取締役社長　藤井 隆太　氏

10 ／ 17
（木）

つくば市
「ホテルグランド東雲」

｢経営者のリスク回避と弁護士依頼のポイント ｣
弁護士　加藤 美香保　

「地域とともに！」
大里綜合管理株式会社　代表取締役　野老 真理子　氏

修了式

野老　真理子氏

女
性
力
に
更
な
る
磨
き
を
掛
け
る
！

１
０
０
０
人
集
会
＆

い
ば
ら
き
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
２
０
１
９

～
部
員
研
修
会
も
併
せ
て
開
催
～

部
員
増
強
運
動
を
表
彰

　
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

（
櫻
井
姚
会
長
）
は
５
月
８
日
、

令
和
元
年
度
通
常
総
会
を
水
戸

市
で
開
催
し
、
事
業
計
画
・
収

支
予
算
案
な
ど
原
案
通
り
可

決
、
承
認
さ
れ
た
。

　
冒
頭
、
櫻
井
会
長
は
「
商
工

会
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
に

負
け
る
こ
と
な
く
女
性
部
員
の

連
携
と
組
織
強
化
を
図
り
事
業

を
展
開
し
て
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
来
賓
で
は
、
外
山
崇

行
・
県
連
会
長
、
前
田
了
・
県

産
業
戦
略
部
次
長
が
そ
れ
ぞ
れ

あ
い
さ
つ
。
女
性
部
の
益
々
の

活
躍
に
期
待
と
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。
総
会
後
の
部
員
増
強
運
動

表
彰
式
で
は
、
下
妻
市
以
下
６

商
工
会
女
性
部
が
表
彰
さ
れ

た
。
ま
た
、「
お
も
て
な
し
交

流
事
業
」
で
貢
献
さ
れ
た
、
大

洗
町
、
坂
東
市
の
２
女
性
部
に

感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
部
員
研
修

会
で
は
、
当
会
の
櫻
井
会
長
か

ら
、『
人
生
楽
し
く
儲
け
る
コ

ツ
』
を
テ
ー
マ
に
、「
広
い
視

野
を
も
ち
商
工
女
性
と
し
て

『
お
も
て
な
し
の
こ
こ
ろ
』
を

も
っ
て
サ
ー
ビ
ス
す
る
こ
と
が

お
客
様
と
の
良
い
関
係
を
築
く

ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
商
売
繁
盛

の
秘
訣
で
あ
る
。
そ
れ
が
自
分

自
身
の
人
生
を
豊
か
に
楽
し
く

し
、
社
会
に
、
そ
し
て
地
域
に

必
要
と
さ
れ
る
」
と
話
さ
れ
、

参
加
者
３
２
０
名
は
熱
心
に
聞

き
入
っ
た
。
　

県女性連総会

部
員
増
強
運
動
表
彰

商
工
会
員

人
以
上

部

最
優
秀
賞

下
妻
市
商
工
会
女
性
部

優
秀
賞

桜
川
市
商
工
会
女
性
部

神
栖
市
商
工
会
女
性
部

優
良
賞

坂
東
市
商
工
会
女
性
部

商
工
会
員

人
未
満

部

最
優
秀
賞

土
浦
市
新
治
商
工
会
女
性
部

優
秀
賞

八
千
代
町
商
工
会
女
性
部

優
良
賞

高
萩
市
商
工
会
女
性
部
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本
県
か
ら
鈴
木
さ
ん
（
牛
久
市
）
が
主
張
発
表
！

　
本
年
７
月
２
日

（
火
）
か
ら
３
日
（
水
）

に
か
け
て
、
新
潟
県

新
潟
市
「
り
ゅ
ー
と

ぴ
あ
新
潟
市
民
芸
術

文
化
会
館
」
な
ど
を

会
場
に
、
女
性
部
員

約
１
，
５
０
０
名
の

参
加
の
下
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性

部
交
流
研
修
会
が
開

催
さ
れ
た
。
本
県
か

ら
は
１
７
８
名
が
参

加
し
た
。

　
一
日
目
は
、
オ
ル

ガ
ニ
ス
ト
の
山
本
真

希
さ
ん
に
よ
る
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
の
幕
開
け

と
と
も
に
、
開
会
式

が
行
わ
れ
、
花
角
新

潟
県
知
事
な
ど
の
来

賓
祝
辞
の
あ
と
、
一

都
十
県
の
女
性
部
代

表
11
名
が
主
張
発
表

を
行
っ
た
。

　
本
県
か
ら
は
茨
城

県
大
会
で
見
事
最
優

秀
賞
に
輝
い
た
鈴
木

緑
さ
ん
（
牛
久
市
工

会
女
性
部
）
が
発

表

し
、『

人

材
育
成
と
世

代
交
代
』
と

題
し
て
、
女

性
部
の
こ
れ

ま
で
の
活
動

と
、
世
代
交

代
に
奮
闘
す

る
女
性
部
員

に
つ
い
て
力

強

く
、

そ

し

て

ユ

ー

モ
ラ
ス
に
主

張
し
た
。
惜

し
く
も
入
賞

は
逃
し
た
も

の
の
、
独
特

な
話
術
で
館

内
を
魅
了
し

た
。
最
優
秀

賞
に
は
河
内

正

子

さ

ん

（
山
梨
県
南

都
留
中
部
商

工
会
）、
優

秀
賞
に
高
橋

み
ど
り
さ
ん
（
神

奈
川
県
大
磯
町
商
工

会
）、
優
良
賞
に
峯

岸
信
子
さ
ん
（
東
京

都
日
野
市
商
工
会
）

が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し

た
。

　
そ
の
後
全
国
商
工

会
連
合
会
顧
問
で
あ

り
、
参
議
院
議
員
の

宮
本
し
ゅ
う
じ
氏
の

基
調
講
演
が
あ
り
、

表
彰
式
の
後
、
閉
会

し
た
。

　
午
後
６
時
45
分
か

ら
は
、
会
場
を
Ａ
Ｎ

Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
新
潟
に
移
し

情
報
交
換
会
（
懇
親

会
）
が
開
催
さ
れ
、

二
日
目
は
現
地
視
察

研
修
で
黄
金
の
島
・

佐
渡
コ
ー
ス
や
寺
泊

コ
ー
ス
等
の
視
察

が
計
画
さ
れ
て
い
た

が
、
本
県
は
一
日
目

の
研
修
会
参
加
者
独

自
で
視
察
研
修
先
を

計
画
し
て
い
た
の
で

参
加
は
な
か
っ
た
。

　
次
年
度
は
長
野
県

で
開
催
さ
れ
る
。

女性部員
研 修 会

茨城県の熱の入った応援団

講演する宮本しゅうじ氏

主発表する鈴木緑さん（牛久市）

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会

問合せ
最寄りの
商工会まで

「水森かおり」オンステージも併せて開催！
心に響く魂の歌声をお聴きになってはどうで
しょうか？

第20回
「茨城レディースいきいき物産展」

★物産展
期　　日　令和元年１１月２５日（月）
　　　　　ＡＭ１０: ００～ＰＭ１８: ００
会　　場　県民文化センター「大ホール前ロビー」
出 展 者　商工会女性部
出展品目　各地域の特産品

★水森かおりオンステージ
期　　日　令和元年１１月２５日（月）
　　　　　※２部制で開催予定
会　　場　県民文化センター「大ホール」
入 場 料　４, ０００円（完全前売りチケット制）
問 合 せ　最寄りの商工会まで

昨年の物産展の様子

主催　茨城県商工会女性部連合会・県内市町村商工会女性部
後援　茨城県・茨城県商工会連合会（予定）

毎年恒例となった商工会女性部の物産展
県内のうまいもんどころが、総集結！



　ママチャリからロードバ

イク、電動アシスト自転車

まで自転車の事ならお任せ

あれ！

　ホンダ学園を卒業後、埼

玉県のオートバイ店で働き

ながらモトクロスレースメ

カニックに従事。その後、

家業を継ぐために笠間市に戻り今年で 18 年目になります。

　少子化や学校の合併の影響により主力としていた通学用自転車の販売

や若者のオートバイ離れによる原動機付自転車の販売の減少を踏まえ、

時代の変化に対応するための新しい取り組みの一つがスポーツ自転車の

販売でした。そうはいっても私自身がスポーツ自転車に乗ってみたら楽

しかったからお客様もきっと楽しんでくれるはず！という単純な発想か

ら始めたのが大きなきっかけですが ( 笑 )

　自転車屋といっても全く新しい試みだったので成功するという確信は

なかったのですが、現在は海外ブランドを始め 10 社以上の自転車メー

カーの取り扱いをしており、今では市内だけではなく水戸市等近隣地域

からのお客様も多く、毎週日曜日には私自らお客様とサイクリングをし

て自転車ライフを楽しんいます。　また、「笠間自転車 de 街づくり協会」

という任意団体をお客様と一緒に立ち上

げ、「自転車と歩行者と車が共存できる環

境づくり、そして笠間の地形や観光資源を

生かしたサイクリストの集える街づくり」

をテーマに活動しております。「自転車の

ある生活は愉しい」をテーマにこれからも

更に頑張っていきます。

　皆様ぜひ一度ご来店ください！

　有限会社中橋製麺

所は常陸大宮市で

ラーメンを中心とし

た麺類製造業を営む

創業 70 年の会社で

す。業務用卸の他に

ネット通販、工場直

販等も行っていま

す。また、最近では、

商工会女性部と共同

開発した粉コンニャ

ク入り「藤右衛門

らーめん」、道の駅

とのコラボ商品「え

ごまラーメン」「えごまうどん」のように、地元素材を活かした商品も

人気があります。

　昨年、弊社は 3代目が社長に就任し、代替わりを果たしました。とは

いえ、急に仕事を引き継ぐことが出来るわけもなく、1年間は名ばかり

社長。会長（前社長）が今までと同様の社長業をしていたというのが実

情でした。しかし、名ばかりといっても社長は社長。「地位が人を作る」

という事なのか、1年経った現在では大部分

の引継ぎが出来ました。弊社の場合は仕事

の引継ぎよりも肩書の引継ぎを優先した事

が良かったのだと思います。代替わりには勢

いと思い切りが大切なのかもしれませんね。

　昭和四十五年一月、家電販売・電気工

事店として夫婦で開業しました。客商売

は初めての経験で、会社にするまでの十

年間は仕事や資金繰りの苦労、またお客

様との信頼関係、同業者との繋がりを得

る大切な期間だったと思う。そして、昭

和五十五年五月、商工会の勧めで組織変

更し「㈱小倉電設」を設立、三十九年に

なります。バブルが崩壊し不景気が続く

中、二人の息子も入社し金融機関の信用

も得られるようになり、それなりの事業

展開でした。

　そのような中、転機は突然に訪

れました。社長が心筋梗塞で逝去

したのです。「ここで潰しては夫

に申し訳ない」との思いから、長

男を社長に、私も六十歳で運転免

許を取得、関係機関に何度も足

を運びお世話になり現在がありま

す。

　商工会でも後継者不足等で廃業

が多いと聞く中で、小規模の会社

経営は大変だと思うが頑張ってほ

しい。今まで支えてくれた皆様と、

承継してくれた社長に感謝の毎日

である。�

常総市商工会女性部

小倉道子

　土浦市新治商工会女性部　石川節子

　私は、土浦市新治商工会館の隣で、小売

業と石油類販売業を営んいる石川商店に二

代目の嫁として嫁いで三十二年目になりま

す。

　四年前に主人が亡くなり、心身共に大変

な時期に大きな支えとなってくれたのが、

義母でした。義母そして、お客様の支えが

なかったら廃業していたかもしれません。

お客様から「大丈夫か？頑張れよ」と声を

かけて頂きとても励みになっていると思い

ます。

　また、義母からの紹介もあり、商工会女

性部への関心も生まれ昨年入部しました。

　今は、長男と共に毎日切磋琢磨して頑張っています。ふと今後の

事を考えると、建物・設備の老朽化という難題をかかえていますが、

今度は私が長男を支え孫の代まで続くようお手伝いしていきたいと

思っています。

　頑張っている後継者としてご紹介

するのは行方市麻生のガソリンスタ

ンド「森川石油店」の森川英和さん

です。英和さんは大学卒業後昭和

シェル直営店で３年の実務経験を重

ね、自動車整備士の資格を取得し実

家へ戻ってきました。その後は、従

来のサービスに加えてヘッドライト

の磨きコーティングや軽微なキズ・

凹みを直す軽鈑金塗装などを取り入

れ、経営革新や持続化補助金にも積

極的に取り組み事業の視野を広げて

いきました。自動車の進化や石油市

場の不安定化など業界を取り巻く環

境は激しく変化しています。そのよ

うな中で英和さんの行っている新

サービスは、短時間で低コストなの

に仕上がりがとても良く口コミによ

り特に女性のお客様に喜んで頂いて

いるそうです。」「うちは医者でいえ

ば、病院へ行く前に相談を受ける街

の診療所です。と笑顔で語る英和さ

ん。その笑顔と仕事に真面目に取り

組む姿勢にこれからの英和さんの活

躍に期待したいです。

行方市

常陸大宮市

商工会女性部と共同開発した
粉コンニャク入り「藤右衛門らーめん」

3 代目社長

石川節子（本人）　石川貴雅（長男）　石川幸子（義母）

セーフティショップおおしま

（3）　令和元年８月30日 第 58 号

笠間市

常総市土浦市新治
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afe　Mare（カフェ　マーレ）
手作りのお・も・て・な・し！

　地元の女性に大人気の知る人ぞ知るお店です。

ランチタイムの忙しい時間が過ぎ、店内も一息ついたころに、オー

ナーの大井さん母娘にお話を聞くことが出来ました。

　10 年前、お店を開業するに当たり、自然に囲まれた土地を探し

ていた時に、現在のこの場所を訪れ、綺麗な山桜が咲いていて『こ

こでお店をやりたいな』と決めたそうです。

お母さんと娘さんの 2 人で切り盛りし、お父さんにちょっぴり手

伝ってもらうというアットホームなお店で、手作りをモットーに心

や体に優しいお料理や飲み物を提供しています。

人気のセットメニューのサラダや副菜は地元の野菜を中心に使用し

ており、ワッフルやアイスクリームのソース、自家製ソーダなどの

フルーツソースは季節の果物を使った手作りで、特に春に出るイチ

ゴのソース・冬の柚子ソースはご予約のお客様で終了してしまうそ

うです。

　訪れて驚いたことは初めに出てきたお水がピンクで綺麗な色のハ

イビスカス水だったことです。お食事前に心と体を癒しゆっくり楽

しんでいただくために創られた店内の雰囲気はこの心地よさを誰か

に教えたくなる様な空間でした。

オーナーである娘さんは留学・海外勤務の経験を活かして外国人に

日本語を教える日本語教師も行うなど活気あふれる方でした。

是非、皆様も一度足を運んでみてください。　　（主藤美枝子　記）

　

〒 306-0127 古河市下片田　719-10

TEL ＆ FAX 0280-76-3345

定休日　第 1.3 火曜日　毎週水曜日

Cafe　Mare（カフェ　マーレ） ハイビスカス水

本料理　ひたち野いしざき
　牛久市の「日本料理ひたち野いしざき」は、圏央道牛久阿見より車で 10 分

位の所に位置しています。坂を登ると眼前にそびえ立つ洋風の建物です。メ

ニューを見ると、どれもわくわく気分が止まらない数々の料理があり迷ってし

まいます。地元の野菜や、千葉漁港より毎日届く新鮮な魚を独特の盛り付けで、

上品に仕上げています。パフェに使われるような透明のガラスの器に盛りつけ

られた緑あざやかなサラダはいっそう新鮮さが、際立ちます。又、刺身とロー

ストビーフが一つの皿に盛りつけてあって、斬新な取り合わせで驚かされます。

店内はテーブル掛けで奥行きがだんだん狭くなり、不思議なアートの中にいるような気分になる壁には、お客様が描いたという絵が 5 ～ 6 枚飾って

あり、料理が運ばれる間も目を楽しませてくれます。テラス席もあり、眼下の田んぼから、吹き上げる風が周りの竹笹を揺らし、心地良いです。

　また、新鮮な素材を使った創作料理のおいしさは、ゆったりと贅沢な気分にさせてくれるお店です。　　　　　　　　（相良志津子記）

店舗所在地：〒 300-1203　茨城県牛久市下根町 564-5（TEL029-879-7581）

営業時間等：日曜日定休日（昼 11:30 ～ 14:30  (LO 13:30)　夜 18:00 ～ 22:00  (LO 21:00)）

業四十六年「菓笑堀江製菓」
　県道内原塩ヶ崎線沿いに有る創業四十六年の「菓笑堀江製菓」を

ご紹介致します。“菓笑”には、多くのお客様に笑顔になって頂き

たいという思いを込め、お客様がどのような場面でお召し上がりに

なるかを常に考え、製造販売を行っております。三十五年続いた茨

城町常井の店舗ですが、新道拡張による交通量の減少が見込まれ、

新道沿いに現在の店舗を移転させて頂き、二代目店主として堀江誠

が後継致しました。当店の人気 No.1 は、みそまんじゅうです。先

代から受け継いだ味は、創業からのファンが多い商品です。イチオ

シ商品は、農人形の形の最中で、水戸藩九代藩主徳川斉昭公は食事

の際に農民に感謝をした事で有名です。修業時代に不器用な私にご

教授下さった方々、一緒に働いてくれる妻やスタッフの皆さん、日

頃ご愛顧賜りますお客様、全ての方へ感謝しながら、これからも、

生涯を賭けて人と人の心をつなぐ美味しい和菓子をご提供出来るよ

う努力精進致してまいります。

店舗所在：茨城県東茨城郡茨城町常井 675-22

営業時間等：8:30 ～ 19:00（火曜定休）

※営業時間・定休日は変更となる場合がございます。

人気No.1「みそまんじゅう」 イチオシ商品「農人形の形の最中」

舎の味　　ほうろく屋
　山々に囲まれた農村の風景が広がる八郷盆地。四季折々の自然を楽しみながら、昔

ながらの素朴な店で田舎の味（八郷名物しし鍋・猪料理）をご賞味下さい。

　噛むほどに旨味を感じさせるしっかりした肉質の猪。脂身は甘く決してしつこくな

い。高度不飽和脂肪酸、コラーゲンを多く含み美容と健康に最高です。

 

1 人前 2,200 円（税込）要予約

石岡市小見 935-1　（石岡インターから２５分　/　土浦北インターから 35 分）

営業時間　11 時～ 14 時　/　17 時～ 20 時

Tel　0299 － 44 － 3471　　休　毎週木曜日

の地域地域 おすす名店
Ｃ

創

田

日

店入口にて 店内よりテラスをのぞむ
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らーめんランド 宮中店
〒 314-0031　茨城県鹿嶋市宮中 4671-3

TEL:0299-83-1460

　
取
手
市
で
、
材
木
店
を
経
営
し
て
い
る
４

代
目
女
将
の
高
嶋
ま
す
み
さ
ん
で
す
。
創
業

は
明
治
26
年
と
約
１
２
０
年
続
い
て
い
る
老

舗
で
す
。
平
成

４
年
に
建
設
会

社
か
ら
材
木
店

へ
と
業
種
転

換
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま

す
。
ま
す
み
さ

ん
は
、
家
業
の

仕
事
は
勿
論
、

女
性
部
の
役

員
、
そ
し
て

も
う
一
つ
の

顔

が

会

員

４
５
０
人
も

い
る
取
手
市

武
術
太
極
拳

連
盟
の
会
長

を
務
め
、
合

わ
せ
て
ヨ
ガ

ス
ト
レ
ッ
チ

の
指
導
も
し
て
お
り

ま
す
。
取
材
中
に
も

体
幹
が
鍛
え
ら
れ
て

い
る
事
を
感
じ
さ
せ

る
姿
勢
の
良
さ
、
終

始
笑
顔
で
何
事
に
も

堂
々
と
立
ち
向
か
っ

て
い
く
雰
囲
気
が
ひ

し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
始
め
た

き
っ
か
け
は
、
小
児

喘
息
が
あ
っ
た
り
、

に
愛
し
て
頂
き
続
け

て
参
り
ま
し
た
。
あ

ぶ
ら
や
の
お
す
す
め

は
昔
か
ら
変
わ
ら
な

い
味
の
「
街
道
名
物

も
つ
煮
込
み
」
と
新

鮮
な
マ
グ
ロ
の
刺
身

で
、
ラ
ン
チ
で
も
と
て

も
好
評
で
す
。
お
客

さ
ま
の
中
に
は
、
も

つ
煮
込
み
を
お
鍋
持

参
で
買
い
に
来
て
く

だ
さ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
ほ
ど
で
す
。

　
私
た
ち
夫
婦
と
息

子
夫
婦
の
四
人
で
楽

し
く
助
け
合
い
、
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。

一
番
の
楽
し
み
は
一

日
の
仕
事
が
終
わ
っ

て
か
ら
、
四
人
で
お

酒
を
飲
み
な
が
ら
そ

の
日
の
反
省
点
や
お

料
理
に
つ
い
て
な
ど

　
常
総
市
三
坂

町
県
道
三
五
七

号
線
水
海
道
と

石
下
の
丁
度
中

間
で
「
和
食
処

あ
ぶ
ら
や
」
を

営
業
し
て
お
り

ま

す
。

創

業

五
十
二
年
、
皆
さ
ん

話
し
合
う
こ
と
で
す
。

た
ま
に
仕
事
以
外
の

話
で
政
治
や
宇
宙
の

神
秘
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
盛
り
上
が
っ

て
飲
み
す
ぎ
て
し
ま

う
時
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
様
な
こ
と
が
皆

仲
良
く
元

気
で
働
く

原

動

力

と
な
っ
て

い
る
の
か

も
し
れ
ま

せ
ん
。
夫

婦
一
緒
に

生
涯
現
役

で
頑
張
ろ

う
と
思
っ

て
お
り
ま

す
。
常
総

の
方
へ
お

出
か
け
の

際
に
は
是

産
後
の
腰
痛
や
疲
労

を
改
善
し
た
い
と

思
っ
た
か
ら
だ
そ
う

で
す
。
目
を
き
ら
き

ら
と
さ
せ
、
話
さ
れ

て
い
る
姿
は
何
事
に

も
、
一
生
懸
命
に
取

り
組
ん
で
い
っ
て
い

　
鹿
島
中
学
校
か
ら
サ

ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
方

面
へ
向
か
っ
て
最
初
の

信
号
を
右
折
し
た
、
旧

51
号
沿
い
に
あ
る
「
ら

ー
め
ん
ラ
ン
ド
」
を
ご

存
知
で
す
か
？
誰
も
が

羨
む
仲
良
い
夫
婦
が
経

営
す
る
ラ
ー
メ
ン
店
、

特
に
自
慢
の
メ
ニ
ュ
ー

が
「
激
辛
ラ
ー
メ
ン
」

と
さ
ら
に
辛
さ
何
倍
も

の
「
地
獄
ラ
ー
メ
ン
」

で
す
。
昭
和
57
年
に
宮

中
商
店
街
で
弁
当
と
ラ

ー
メ
ン
を
中
心
に
ス
タ

ー
ト
し
、
そ
の
後
現
地

へ
移
っ
た
当
店
で
す
が
、

真
面
目
で
仕
事
熱
心
な

旦
那
さ
ん
と
そ
の
旦
那

さ
ん
に
惹
か
れ
銀
行
員

か
ら
ト
ラ
バ
ー
ユ
し
た

美
人
奥
さ
ん
の
睦
ま
し

さ
も
客
を
引
き
付
け

て
い
る
よ
う
で
す
。
遠

く
は
兵
庫
県
か
ら
こ
の

自
慢
メ
ニ
ュ
ー
を
求
め

て
の
客
も
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
私
も
よ
く
昼

食
等
行
き
ま
す
が
、
中

華
を
扱
う
店
舗
は
常
に

油
で
ギ
ラ
ギ
ラ
し
て
い

る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
が
、
驚
く
こ
と
に
当

店
は
掃
除
が
行
き
届
き

何
か
ス
ッ
キ
リ
感
と
二

人
の
豊
か
な
人
間
味
か

ら
か
安
心
感
も
覚
え
ま

す
。
ご
夫
婦
お
二
人
の

性
格
、
特
に
い
つ
ま
で

も
続
く
爽
や
か
さ
も
手

伝
っ
て
か
メ
ニ
ュ
ー
の

味
も
更
に
お
い
し
く
感

じ
る
の
は
私
だ
け
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
サ

ッ
カ
ー
観
戦
に
来
ら
れ

　
株
式
会
社
コ
ン
ダ
ク

ト
代
表
の
石
塚
さ
ん
は

銀
行
振
り
出
し
に
異
業

種
数
社
の
設
立
や
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
関
わ
り
経
営

感
覚
を
学
ん
だ
後
、
企

業
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
資
格
と
個
人
の
お

金
に
対
す
る
悩
み
解
決

の
た
め
に
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
資

格
を
20
年
前
に
取
得
し
、

昨
年
「
い
ば
ら
き
レ
デ

ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
」
で
講

師
も
務
め
て
頂
き
ま
し

た
。
現
在
は
「
マ
イ
ホ
ー

ム
計
画
」
の
相
談
に
乗
っ

て
い
ま
す
。
人
生
の
三
大

資
金
と
言
わ
れ
て
い
る
の

は
「
教
育
資
金
」「
老
後

資
金
」
そ
し
て
「
住
宅

資
金
」。
こ
の
中
で
も
住

宅
は
人
生
で
も
っ
と
も
高

い
買
い
物
と
言
わ
れ
て
お

非
と
も
「
和
食
処
あ

ぶ
ら
や
」
で
街
道
名

物
も
つ
煮
込
み
を
召

し
上
が
っ
て
く
だ
さ

い
。

（
小
口 

き
み
子
　
記
）

り
通
常
は
住
宅
ロ
ー
ン
を

組
み
ま
す
が
、
そ
の
返
済

計
画
が
非
常
に
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
現
在
、

16
件
に
１
件
は
住
宅
ロ

ー
ン
破
綻
予
備
軍
と
い
わ

れ
て
お
り
、
そ
う
な
ら
な

い
為
に
も
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
人

生
計
画
）
を
お
客
様
と
一

緒
に
考
え
て
無
理
の
な
い

マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
計
画
を

立
て
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
購
入
の
タ
イ
ミ
ン
グ

や
頭
金
の
使
い
方
、
住
宅

ロ
ー
ン
の
組
み
方
で
ロ
ー

ン
の
支
払
い
総
額
が
数

百
万
円
も
変
わ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
子
供
の
進
学

や
親
の
介
護
等
、
人
生

で
起
こ
り
う
る
様
々
な
要

素
を
考
慮
し
て
お
客
様

の
要
望
に
沿
っ
た
プ
ラ
ニ

ン
グ
を
行
い
ま
す
。
平
日

た
皆
さ
ん
、
一
度
立
ち

寄
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。
地
獄
ラ
ー
メ

ン
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
興

奮
度
を
更
に
積
み
上
げ

て
く
れ
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
！

（
眞
中
　
ミ
ヨ
子
・

大
塚
　
良
江
　
書
記
）

株式会社コンダクト
（おうちの買い方相談室つくば）
〒305-0062　茨城県つくば市赤塚610番地 6

TEL:029-828-8882　フリーダイヤル：0120-427-811

る
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
し
て
い
る
の
だ

と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る

ま
さ
に
「
張
り
切
り

美
人
」
の
タ
イ
ト
ル

に
ふ
さ
わ
し
い
人
で

し
た
。

（
相
良
志
津
子
　
記
）

（
９

：

０
０
～
18

：

０
０
）

と
土
日
祝
日
（
完
全
予
約

制
）
で
無
料
相
談
を
受

付
中
。
是
非
一
度
ご
相
談

下
さ
い
。

張り切り
美　　人

HPお問い合わせ
フォーム
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城
里
町
商

工
会
女
性
部

は
、
町
内
の

地
域
振
興
と

活
性
化
の
た

め
開
催
さ
れ

る
「
町
民
ま

つ
り
」
な
ど

各
種
の
イ
ベ

ン
ト
に
積
極

的

に

参

加

し
、
町
内
は

基
よ
り
近
隣

市
町
村
住
民

と
の
交
流
の

場
を
盛
り
上

げ
て
い
る
。

毎
年
七
月
下

旬
に
旧
石
塚
駅
前
通
り
で

開
催
さ
れ
る
「
七
夕
ま
つ

り
」
に
も
毎
回
参
加
し
、

女
性
部
の
竹
飾
り
も
通

り
に
飾
ら
れ
、
賑
わ
い
の

一
助
と
な
っ
て
い
る
。
ま

つ
り
は
、
保
育
園
の
遊
戯

や
地
元
お
囃
子
保
存
会
に

よ
る
祭
囃
子
・
舞
踊
・
フ

ラ
ダ
ン
ス
な
ど
様
々
な
ス

テ
ー
ジ
で
の
発
表
や
、
歩

行
者
天
国
と
な
っ
た
通
り

を
山
車
が
練
り
歩
き
、
山

車
か
ら
ま
か
れ
る
「
ま
き

も
ち
」
に
は
多
く
の
人
が

歓
声
を
挙
げ
る
な
ど
盛
り

上
が
り
を
見
せ
、
ま
た
、

通
り
に
は
多
く
の
模
擬

店
が
並
ぶ
な
か
、
女
性
部

が
作
る
肉
・
野
菜
が
タ
ッ

プ
リ
の
焼
き
そ
ば
が
大
好

評
。
暑
さ
の
な
か
、
鉄
板

相
手
に
ね
じ
り
鉢
巻
き
で

格
闘
す
る
部
員
の
姿
や
、

日
頃
心
が
け
て
い
る
「
お

も
て
な
し
」
と
い
う
ス
パ

イ
ス
も
加
わ
っ
て
、
女

性
部
特
製
焼
き
そ
ば
は
い

つ
も
完
売
で
す
。
祭
り
の

最
後
は
神
輿
渡
御
が
行
わ

れ
祭
り
を
締
め
く
く
り
ま

す
。

（
南
條 

恵
子
　
記
）

　
曇
り
空
の
五
月
十
四

日
、
参
加
者
四
十
五
名
で

初
の
移
動
総
会
を
行
い
ま

し
た
。
車
中
で
の
総
会
～

成
田
空
港
見
学
～
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル
で
の
昼
食
～
成
田

山
参
拝
～
道
の
駅

見
学
の
行
程
。

　
車
中
で
の
総
会

は
『
異
議
無
し
』

と
い
う
全
員
の
声

に
よ
り
無
事
終
了

致
し
ま
し
た
。
成

田
空
港
デ
ッ
キ
か

ら
の
風
景
は
よ
く
見
ま
す

が
、
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
に

乗
り
港
内
を
案
内
し
て
頂

き
、
限
り
な
い
広
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
ビ
ュ
ー
ホ
テ

ル
で
の
美
味
し
い
料
理
に
、

皆
笑
顔
❦
笑
顔
♥
。
成
田

山
は
自
由
行
動
と
な
り
、

参
道
で
買
い
物
す
る
人
、

本
堂
に
向
か
っ
て
商
売
が

上
手
く
い
き
ま
す
様
に
・

健
康
で
あ
り
ま
す
様
に
…

と
頭
を
下
げ
る
人
。
バ
ス

は
道
の
駅
へ
と
走
り
、
特

産
物
の
品
定
め
を
し
、
た

く
さ
ん
の
お
土
産
を
買
い

求
め
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
無
事
に
移
動

総
会
は
終
わ
り
、
改
め
て

県
南
ブ
ロ
ッ
ク
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
さ
に
感
心
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ブ

ロ
ッ
ク
Ｎ
ｏ
１
を
目
指
し

て
、
部
員
一
同
気
持
ち
は

真
っ
直
ぐ
で
す
。

（
武
藤 

美
知
子
　
記
）

　
毎
年
11
月
３
日

に
開
催
さ
れ
る
県

北
最
大
級
の
イ
ベ

ン
ト
「
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
お
お
み
や
　

ふ
れ
あ
い
広
場
」。

私
た
ち
女
性
部
は
、

毎
年
参
加
し
、
餅

を
つ
き
販
売
し
て

い
ま
す
。
餅
つ
き

が
始
ま
る
と
音
に

引
き
寄
せ
ら
れ
て

次
々
と
人
が
集
ま
り
、

気
が
付
く
と
大
行
列

に
！
並
べ
る
間
も
な

く
あ
っ
と
い
う
間
に

完
売
す
る
程
の
盛
況

ぶ
り
。

　
昨
年
は
、
藤
右
衛

門
シ
リ
ー
ズ
第
二
弾
と

し
て
女
性
部
が
考
案

し
た
焼
き
そ
ば
も
販

売
！
こ
ん
に
ゃ
く
麺
を

使
っ
た
ヘ
ル
シ
ー
な
焼

き
そ
ば
で
す
。
大
き

な
鉄
板
と
慣
れ
な
い

ヘ
ラ
を
使
い
汗
だ
く
に
な

り
な
が
ら
調
理
し
た
自
信

の
一
品
。
こ
ち
ら
も
見
事

４
０
０
食
を
完
売
！

　
た
く
さ
ん
の
人
達
で
賑

わ
う
ふ
れ
あ
い
広
場
は
、

地
域
の
方
々
と
の
交
流
の

場
で
あ
り
常
陸
大
宮
市
を

Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
で

も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の

活
動
が
少
し
で
も
町
お
こ

し
に
繋
が
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後

も
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
・
協

力
し
部
員
相
互
の
団
結
力

を
さ
ら
に
強
め
、
ま
す
ま

す
魅
力
的
な
女
性
部
に
な

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
海
老
根 

静
子 

記
）

ふ
れ
あ
い
広
場
で
地
域
活
性
化
!!

常
陸
大
宮
市
商
工
会
女
性
部

城里町商工会女性部
七夕まつり

　
境
町
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
「
さ
か
い
ふ
る
さ

と
祭
り
」
が
毎
年
７
月
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
関
東
最

大
級
の
利
根
川
大
花
火
大

会
を
皮
切
り
に
、
歩
行
者

天
国
祭
り
、
利
根
川
イ
カ

ダ
レ
ー
ス
選
手
権
が
盛
大

に
行
わ
れ
、
私
た

ち
女
性
部
も
毎
年

歩
行
者
天
国
祭
り

で
模
擬
店
を
出
店

し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
数
年
は
、
駄

菓
子
と
お
も
ち
ゃ

屋
さ
ん
が
定
着
し

て
お
り
、
子
供
た

ち
に
人
気
の
お
店

の
一
つ
で
す
。
昨

年
、
お
揃
い
の
ピ

ン
ク
の
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
を
作
成
し
、
明

る
く
元
気
い
っ
ぱ

い
に
販
売
し
ま

す
。
買
い
に
く
る

子
供
た
ち
は
孫

世
代
な
の
で
、
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ

た
気
分
で
話
し
か

け
て
い
る
姿
が
微

笑
ま
し
か
っ
た
で

す
。

　
ま
た
、
今
年
度

は
青
色
申
告
会

女
性
部
・
法
人
会

女
性
部
会
と
合
同

で
、
三
団
体
女
性
部
視
察

研
修
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
地
域
の
女
性
が
町

を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ

う
、
部
員
一
丸
と
な
っ
て

各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
平
川 

芳
江
　
記
）

境町商工会女性部
さかいふるさと祭り

　
私
達
女
性
部
で
は
、
年

間
を
通
し
て
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
役

員
を
は
じ
め
、
部
員
が
仲

良
く
、
や
る
気
満
々
の
方

の
集
ま
り
で
す
。
昨
年
か

ら
は
事
業
ご
と
に
実
行
委

員
会
を
設
け
ま
し
た
。
選

出
さ
れ
た
実
行
委
員
を
中

心
に
、
各
事
業
を
大
変
盛

り
上
げ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
秋
に
行
わ
れ
る
商
工

感
謝
祭
で
は
、
実
行
委

員
を
中
心
に
、
初
め
て

バ
ザ
ー
を
行
い

ま
し
た
。
未
開

封
の
食
器
・
未

着
用
の
洋
服
な

ど
を
持
ち
寄
り

ま
し
た
。
当
日

は
大
変
盛
況
で
、

毎
年
開
催
し
て

欲
し
い
と
の
声

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
恒
例
事

業
の
新
筑
地
区

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
大
会
が

今
年
は
か
す
み
が
う
ら
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年

は
２
連
覇
を
狙
う
べ
く
、

委
員
長
を
中
心
に
一
丸
と

な
り
、
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。
そ
し
て
試
合
以
上

に
盛
り
上
が
る
の
が
、
親

睦
会
で
す
。
各
市
商
工
会

の
余
興
は
、
衣
装
も
揃
え

る
な
ど
、
レ
ベ
ル
の
高
い

見
応
え
の
あ
る
楽
し
い
時

間
で
す
。
今
後
も
当
女
性

部
は
各
々
の
得
意
分
野

を
活
か
し
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

す
。（

朝
比
奈 

節
子
　
記
）

　
私
達
、
行
方
市
商

工
会
女
性
部
は
部
員

の
親
睦
を
深
め
る
こ

と
や
地
域
振
興
事
業

な
ど
部
員
の
協
力
は

言
う
ま
で
も
な
く
、

活
発
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
春
の
ひ
な
祭
り
、

夏
の
花
火
大
会
、
秋

に
は
ふ
れ
あ
い
祭
り
、

冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

と
一
年
を
通
し
市
で
行
う

行
事
を
初
め
、
親
会

や
青
年
部
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
い
ま

す
。

　
大
変
な
仕
事
で
す

が
完
売
し
た
後
の
達

成
感
、
接
待
行
事
で

の
、「
こ
こ
が
一
番
い

い
ね
」
と
お
客
様
に

言
わ
れ
た
時
の
嬉
し

さ
、
事
業
で
得
る
こ

と
の
で
き
た
満
足
感

や
達
成
感
は
疲
れ
を

忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。

　
そ
の
ほ
か
、
昨
年
度
は

講
師
を
迎
え
、
若
い
方
々

を
対
象
に
し
た
健
康
に
関

す
る
講
演
会
を
行
い
ま
し

た
。

　
行
方
市
商
工
会
女
性
部

の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
明

る
く
、
楽
し
く
」
を
目

標
に
日
々
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
も
こ
の
モ
ッ
ト
ー

の
も
と
、
商
工
会
女
性
部

一
同
、
力
を
合
わ
せ
、
市

民
の
み
な
さ
ま
の
サ
ポ
ー

ト
が
で
き
る
様
、
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
　（
阿
部 

君
子
　
記
）

魅
力
あ
る
女
性
部
を
め
ざ
し
て

県
南
ブ
ロ
ッ
ク
初
の
移
動
総
会

行
方
市
商
工
会
女
性
部

県
南
地
区
商
工
会
女
性
部

得
意
分
野
を
活
か
し
て

つ
く
ば
み
ら
い
市
商
工
会
女
性
部

～女性部が目指すもの～


